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【レポート】 

 都区制度改革によって東京都から23特別区に収集・運搬部門が移管された清掃事業。合理化、委託化が推し進

められている状況に「自分たちの仕事は自分たちでつくる」「公共サービスとして提供する仕事の質を高め続け

る」ことを目的に積極的に取り組むこととなった「職場自治研」。多くの自治体への視察交流で得たものを事業

に結びつけています。「地域自治研」の取り組みのひとつも報告します。 

 

仲間から学び自らの公共サービス向上へ 
― 「職場自治研」と「地域自治研」 ― 

 

東京都本部／東京清掃労働組合・練馬総支部 松永 公爾 

 

  1. はじめに 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東京都の清掃事業の収集・運搬部門は23特別区に2000年４月に事業移管、2006年４月に職員の身分移

管が行われました。 

 以降、ほとんどの区で合理化による車両・人員の削減と事業の委託化が推し進められています。 

 労働組合として、組合員をはじめとした清掃リサイクル事業に働くすべての労働者の仲間が安心して

働き続けることのできる環境と条件を維持することを重要な取り組み課題として定めました。 

 そのためには、公共サービスを提供する地域住民から理解と信頼を得て、必要とされる存在であり続

けるために「職場自治研」と「地域自治研」を一層、活性化させていくことが必要でした。 

 自分たちが提供している事業の質を客観的に確かめるには、他自治体の清掃リサイクル事業を視察し

見聞を広め、率直な交流を深めることが一番の近道です。 

 先進的な事業取り組みを知り、持ち帰ったものを組織内で共有することで新たなアイデアを生み事業

に繋げていくことを探求しています。 

 

  2. 「職場自治研」先進地事例視察 
 

(１) 各都市の事業視察と交流 

 2010年度までは区職員としての先進地事例視察研修制度を使い（2011年、東日本大震災を契機に中

断）、2012年度からは練馬総支部独自の取り組みとして毎年、東京清掃労働組合本部の協力を得て組合

員の代表を他自治体へ派遣し事業視察を行い、当該労組の仲間との意見交換と交流を深めています。

（下表 年表参照） 

1970年代～80年代ごろの自治研活動 
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 実践にあたっては、組合員自らが清掃リサイクル事業において先進的な取り組みや事業運営を行って

いる自治体を調べ、労組支部への連絡、スケジュールや行程の相談、費用案まで組立て、組合組織の機

関会議に諮って決定しています。 

 映像記録、資料、意見交換内容をレポートとしてまとめ、職場と組織、地域住民との共有を経て、自

区内の事業展開に活用しています。 

 

年度 視察先 テーマ 

2005年度 
北海道 

札幌市 

①札幌市の清掃リサイクル事業における廃プラスチックの

分別と回収方法の視察 

②回収された廃プラスチックのマテリアルリサイクル・ケ

ミカルリサイクル関連施設の視察 

2006年度 
北海道 

函館市 

函館市における容器リサイクル法に基づく廃プラスチック

の分別収集と資源化処理、およびその他プラのサーマルリ

サイクル実施の現状 

2007年度 
神奈川県 

横浜市 

「ヨコハマＧ30」に基づく廃プラスチックの分別収集と、

資源化処理施設の視察 

2008年度 
高知県 

高知市 

高知市における容器包装リサイクル法に基づくプラスチッ

クの分別収集の事業運営の把握と、市民啓発手法等の視察

2009年度 
京都府 

京都市 

京都市におけるバイオディーゼルの燃料化手法と、不用品

リサイクル情報案内システム「いつでもフリーマ」等の市

民啓発手法の視察 

2010年度 
大阪府 

八尾市 

①スプレー缶・ガスボンベ等の分別収集手法の視察 

②環境学習「出前講座」による周知・啓発手法の視察 

ここまで練馬区の先進地事例視察研修制度を活用。それ以降は総支部独自での取り組み

2011年度   

2012年度 
神奈川県 

横浜市 

①横浜市の東日本大震災に係る被災地への派遣および防災

計画の見直しについて視察 

②横浜市の清掃事業視察と普及啓発事業についての視察 

2013年度   

2014年度 
京都府 

京都市 

①移動式拠点回収事業の取り組み視察 

②清掃事業としての取り組み（1.市民目線に立った業務

2.災害対応 3.職域の拡大 4.新たな試み）の視察 

2015年度 
石川県 

金沢市 

①普及啓発事業「分別指導係」の業務視察及び意見交換及

び資源回収事業の視察 

②雪害時の清掃事業対応 

2016年度 
宮城県 

仙台市 

①東日本大震災の復興・復旧視察とその後の取り組み 

②清掃直営事業の取り組み 

2017年度 
熊本県 

熊本市 

①熊本地震の状況と取り組み（1.被災状況 2.仮置き場の

状況 3.復興状況 4.市民との取り組みなど） 

②熊本市の清掃リサイクル事業 

2018年度 
東京都 

八王子市 

①八王子市清掃事業の視察。「埋め立て処分量ゼロ」への

取り組み。行政と市民との事業展開 

②エコセメント化に関する清掃関連施設状況 

2019年度 

広島県 

呉市 

①西日本豪雨災害における災害廃棄物の処理状況（混合廃

棄物の分別、市民への周知、腐敗性廃棄物の収集運搬か

ら処理など） 

②平常時の各区分の収集体制 他 

福井県 

越前市 

①丹南市民自治研究センター視察 

②地域との関りや取り組み 

③行政と市民で企画する催しなど 他 

2020年度 

新型コロナウィルス感染症の影響により未実施 2021年度 

2022年度 

2023年度 
神奈川県 

座間市 

「ＷＯＯＭＳ」を導入した収集作業の効率化 

普及啓発事業の視察 
  

札幌市 

横浜市 

京都市 

金沢市 
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 視察テーマの項目は収集業務、普及啓発業務の研究が多く、中には普及啓発業務の環境学習プログラ

ムに取り入れて実践しているものもあります。これだけに限らず、地震や豪雨など大規模災害に被災し

た自治体を視察した経験は、発災時に対応する災害廃棄物処理計画、地域防災計画の策定にも役立って

います。 

 回数を重ねるにしたがって、現在では若年層組合員から視察交流希望が増えています。 

 

(２) 区民集会の開催 

 視察でまとめた映像、レポートは、練馬区職員労働組合が主催する自治研究活動「何よりも人と自然

を大切にする練馬区をめざす区民集会」の清掃リサイクル分科会で、区民集会を開催しています。 

 以前は「より身近に感じてもらう」ことを意識して、清掃事務所や清掃工場などの関連施設で開催し

ていました。現在は区民向け多目的ホールなどで、テーマを基に行政、労働組合、地域住民の代表をパ

ネリストに招き、広く参加を募ってシンポジウム形式で行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 進行で意識していることは「主催側の提言や

方向性を主としない」ことです。 

 テーマを設定し素材を基に提起し、それぞれ

の立場の考えや意見を集め「一緒に考えてみま

せんか」を大切にしています。 

 開催日（平日・週末）、時間帯を変えながら

集会を続けていますが、参加者を増やしていく

工夫がひとつの課題となっています。また、来

場することが難しい方に向けてオンラインでの

同時配信なども検討しています。 

 

(３) 行き届いた公共サービスの提供をめざして 

 これまで続けてきた「職場自治研」から得た素材と経験から生まれたアイデアを、日々の業務として

取り入れています。 

 2013年度の試験的な実施を経て、2014年度から高齢者や障がい者世帯を対象に、自宅にためこんでし

まった資源やごみの片づけを行う「あしすと事業」を始めています。 

 区の福祉事務所の職員が生活保護や介護サービスの相談で対象者の自宅を訪問した際、片づけること

のできていなかった資源やごみを確認したらこのサービスの利用を勧めます。本人からの合意が得られ

れば、清掃事務所に連絡が入り、職員を派遣し資源やごみを分別した後に回収します。 
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 足腰が弱く集積所まで資源やごみを運ぶことができず、室内にため込んでしまう。分別品目がわから

ず集積所に出すことをためらってしまい同様に室内にためこんでしまう。このようなことを未然に防ぐ

ことで本人だけでなく、周辺住民との良い生活環境を保つことを効果として現在まで続けています。 

 普段、街中の集積所から資源やごみを収集しているとき、外からは気づくことのできなかったアパー

トやマンション等の居室内の住環境を知り、困っている実情に環境改善というかたちで寄り添えること

を実感しています。 

 福祉部や健康部など他部署との連携は相互の業務に付加価値も生み、対象者にはワンストップサービ

スを実現しています。 

 また、2010年度の大阪府八尾市の視察で学んだ出前講座「買物教室」は区内公立小学校の５年生の児

童を対象に環境学習プログラムのひとつとして取り入れています。 

 練馬区では清掃事務所の職員が毎年区内すべての公立小学校を訪問し、授業の一環として４年生を対

象に環境学習プログラムを行っています。「買物教室」はその後、依頼のあった学校の５年生を対象と

して行っています。 

 生徒は職員が事前に制作した模擬食材を使って買物を実践します。リデュース（発生抑制）に主眼を

置きながら、資源やごみの処理にかかる費用なども伝え、４年生のときに学んだ内容を５年生のときに

少し掘り下げて接する機会としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3. 「地域自治研」の試み 
 

 清掃リサイクル事業の質を追求する「職場自治研」は充実度を高めてきました。しかし「地域住民の

日々の暮らしにとても近い清掃リサイクル事業」をめざしているからには、地域住民の暮らしを知り、

研究することを深めることが足りていないのではと考えるようになりました。 

 2019年、福井県丹南地域『丹南市民自治研究センター』の取り組み視察に組合員を派遣しました。 

 初めて清掃リサイクル事業に捉われない視察派遣となったため参加した組合員の戸惑いもありました

が、公共サービスを提供する側の自治体職員という意識をひとまず置いて、地域の暮らしの課題を知り

一緒に学び、共通の目的を地域住民と共有して良い地域社会に結びつける先例を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このような経験から、2021年からＮＰＯ法人練馬人権センターと部落解放同盟練馬支部の共催事業
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「練馬地域ふれあい食堂」に参加しています。 

 参加をはじめた当初は新型コロナウィルス感染症の拡大時期と重なり、調理したお弁当を配布してい

ましたが、現在は本来の形である会食形式で運営しています。その他に寄付された食材の無料配布を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 調理、配膳など役割分担はありますが、会食スペースでの対話を大切にしています。 

 「生活の困窮、高齢化や核家族化で人との繋がりが希薄になっている」「困っていることすら打ち明

けることができない」、食堂に集まる人に「寄り添えることができているだろうか」と仲間と自問を繰

り返しています。 

 それでも調理する食材を有効に利用する方法（食品ロス）の学びと実践や、運営に参加している仲間

たちとの地域ネットワークづくりは充実感を得ています。同時にこの繋がりから次の地域自治研への広

がりも探しています。 

 

  4. おわりに 
 

 進む人口の減少・高齢者割合の増加なのか、町会組織や小さな商店会、地域コミュニティの減少など、

暮らしの過疎化が進んでいると思います。 

 デジタルツールの一般化によってとても多くの情報を目にする今、現代人が一日に触れる情報量は江

戸時代の人の一年分とも言われています。ひとつの事柄をゆっくり掘り下げて確かめることへの意識よ

りも、次の事柄を早く知ろうとすることに意識が傾いてしまうことはないでしょうか。 

 多くのことを知るということは無駄なことではありませんが、それは「考えるうえでの素材」として

ならです。 

 コロナ禍を経て、人との直接的なコミュニケーションを多く交わすことができる環境が再びある現在、

一人ひとりが素材を持ち寄り共に考える、これが自治研究活動の醍醐味だと思っています。 

 私たちの仲間はいつも多くの「なぜ？」という素材を持ち寄り、共に考え「共有」「理解」を繰り返

して労働組合の運動として形成しています。 

 「職場自治研」は私たちの組織の運動のテーマのひとつ「自分たちの仕事は自分たちでつくる」へと

繋がり、地域住民に提供する公共サービスの質の高さを探求し続けることに楽しさとやりがいがあると

考えています。 

 これまで視察交流で訪れた都市の状況は、それぞれの自治研究活動によって変化していることもある

と思います。時間の経過を経て再度、訪れることも検討しています。私たちの自治体にもぜひ訪れてく

ださい。 

 「地域自治研」は地域の組織や団体と何かしらの目的で活動していることすべてを「地域自治研」と

呼ぶことができるのかもしれません。労働組合はその運動として地域の組織や団体と繋がる機会が多く、

「地域自治研」にも触れる機会が多いと感じています。 

 私たちの職場では、勤務している自治体と居住している自治体が異なる（しかも決して近隣でない）

割合は少なくありません。首都圏、東京23区の自治体で働く職員の環境も同じような感じでしょう。働

いている場所での「地域自治研」、住んでいる場所での「地域自治研」、人と人との繋がりを大切にし

て活動を続けていきます。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 400
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 400
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


